
長女不詳

長男 西村茂平
長男 名不
詳 

     生 

         養蚕業 
長男 滋        倶知安  没 

    年 月 日作成 父與市 農業 継  後徳島市  
西村康之 逢坂家 桓武天皇第  代後胤 養蚕業 起 財 成   子 代 失敗 秦 高春

平家盛 摂州住吉 逢坂 現在 西村家 本家没落 長男 安造     生
大阪市       年代 徳島県     生 京都在住
重清村 移住 細川讃岐 守岐守頼之 

次男利平         徳島市佐古四番町
  没

妻 秦   

臣   代 徳島 治  領主 仕  三重県出身

大豪族 
高橋       生 

逢坂  長女    

             生

西村        生 
美馬郡脇町西村嘉平 長女

西村由太
三男 正之丈
     生 

     生  

次女   
    年代後半香川県白鳥町  重清村 一族白鳥町  徳島県重清村 移住          生 和田武 助和田武之助 離婚 
時 領主 仕  士族西村藤五郎則久     年 月  日 苛原丑蔵  酒造業 
没  始祖     菩提寺 常念寺 長男 苛原文夫
 解説者 苛原重作  酒造業  子孫 徳島市     業 
 八代目当主西村與一     年生 美馬町沼田    南
海堂食品    経営 次男 苛原二郎
現在 美馬町 西村姓  人   在住 次男 西村與市 長女   苛原長作

                    
苛原二郎 家    才没 長女   

 士族 前田清助 妻 弟前田豊市     年台湾剣山
代  苗字帯刀御免 家柄     豪気   名誉 戦死 
闊達 性格 尊王攘夷 風潮 和 先祖 次女    
田畑 捨 勤王 志士  京阪 出帆    京阪 出帆 

次女   
 西岡高八 妻 西岡家 清和源氏 出 鎌倉時代  重清村 

  後 病 得 帰国 没落  四男源蔵 農耕 庄屋   村 代 治  名家 
生活 三女    

 森 常夫 嫁  
森 與市  豪農 

長男 井上部平     生 武平     生 

次男
次男 森常夫     生 

明治維新前夜勤王 志士 交流行方不明
長女         生 小泉友四郎 妻 

三男 不詳 
次女         生 前田万五郎 妻 

福島                    年離婚三好郡太刀野村
福島浜三郎方 復籍

四男 西村源蔵
           

美馬郡重清村 生      年老父母 扶養    福島   結婚   離縁後    年頃新天地 求  
新十津川 移住農業 従事   間 木下家 縁戚木下   再婚後 再三 天災 遭   才 無念 死 遂   

木下  



福島  角田妙子
         長女   

         
谷本正樹

東京都江東区深川     生練馬区在住
正覚院 眠 

谷本光夫  養子 
           

四男     源蔵
           谷本虎太郎     重清村生         生 

父 谷本瓣吉     重清村生 五十嵐辰雄 妻

次女 不詳
寿子     生 
久保久夫 妻

木下 某  縁戚  
木下  

        福井県鯖江市生 源蔵  間 三女   西村 勇
徳弘     生 

一男二女 出産後離婚 西川某 再婚 仇 子                     
知江子

 呼   源二郎 才 時八代目河村織右 門
 預     年函館  没 墓 西別院西村家 隣

至弘
 眠  長男 利市

           本間富子
禎記

河村家 七代目  福井県福井県甑谷村 庄屋 務 妻    平沢  
    年函館     綿 創業   利市               春子     生 

和絋
四女 不詳 酒井一明       没 

七代目 河村織右衛門

 仙三郎 五女    利夫     生
           紀美子

       年没 
以下異母兄弟
六女    
     生 

照勝     生 
八代目 河村織右衛門

 定吉 長男 定勝 七女    
長男 定一      生 

九代目 河村織江門村織右 門 次男 達郎

長女    婿  寿郎 長男 大田勝憲     生 
紀太惟修 妻

大田   
次男  大田優爾     生 

次女             
鈴木繁延 妻     年 源二郎 再婚

長女   
三女    
中田善七 妻 次男 西村源二郎

           
長男

木下萬治郎

次女       年 月 明石音五郎 嫁 明石音喜 関專右 門 岩手県二戸郡田山村      年生   工藤常松 次男   養子縁組 常松  才 時札幌 移住     年常松 三男   
       工藤   工藤徳治誕生 徳治 長女   工藤   夕張郡登川村 生    叔父 奈良 炭鉱 掘 当 奈良義路 夕張 炭鉱 掘 当     東京 行儀見習 
経理担当役員             通 裕福 生活 送       人 子宝 恵    脳溢血     才 没 弟工藤徳雄 親族 東京蒲田     業 営  



長男 昌一

長女 芳子

次男 衛
妻

長男 昌之
         

 妻  内藤 薫 長男 修一
妻

長女 真佐子
長女 恭子
夫  八代定一 次男 英世

妻
次男 博之

             三男 泰宏
妻

三男 尚之
       同年  

長女
次女 洋子 長男 一洋 長女 紀子
         次女
夫 板垣周一 長女 朋子 長男 良成

妻 長女
西村源二郎 四男 成之

         次男 基成 次女
妻 須藤 定 妻

三男 裕成
四女 圭子 長男 愛一郎 妻

       夫 鈴木誠 長女   

五女 優子 長女 真由美
      夫 関田次郎 次女    長女 理恵 長女       愛美 

長男 貴司      夫  照屋 次女      

五男 康之
      妻 木村寿美子 長男 秀之 長女 寧 

妻 谷口知代
六男 克之 長女 博子
妻 林川京子 長男 光一 長男 信之

工藤        
七男 俊之 長女    
妻 敦子

八男 宣之
       同年  長女 美玲

次女
九男 允之 長男 健人
   美江 次男


